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研究目的

ワールドスケートジャパンが主催する第9回日本スケートボード選手権において撮影した映像

を活用し、スケートボード競技における演技構成およびトリックのできばえが採点結果にどのよ

うな影響を及ぼすかを明らかにすることを目的としています。

研究対象者
第9回日本スケートボード選手権に参加した全選手を撮影の対象としますが、研究に用いる

のは12歳以上の選手の映像のみです。

研究概要

第9回日本スケートボード選手権のパーク、ストリートの2種別について、選手の皆様の演技

の様子をビデオカメラで撮影します。得られた映像から、いつ、どこで、どのようなトリックが、どの

ように実施されたかを記録し、審判員による採点結果との関係を検討します。調査結果を公

表する際には、競技会に参加した選手全体の傾向として、個人が特定できない統計的数値

を示すことになっていますが、順位や演技構成から間接的に個人が特定できるような場合に

は、当該選手（選手が未成年の場合にはその保護者）の承諾を得て公表します。

研究に用いる試料・情報の種類 競技会において撮影された映像、審判による採点結果、選手の年齢、性別

情報の提供先 ワールドスケートジャパン
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